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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

南房総市開催 

軟式野球 H22.9.25～10.5 自転車 
会期 

「環境マ・モ・ッ・テ・ネ」 樋口　茂明さん（14頁に紹介記事）

特集　地産地消の推進
平成20年度ふるさと納税
「光ファイバー？ そんなの関係ねー」ちょっと待って
こんなことがありました
暮らしのお知らせ

2・3
4
5

6・7
14～17

表紙作品を募集しています

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

4411月号 

－漂着ゴミアートからのメッセージ－

※「人口の動き」は、17頁に移動しました
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特　集　地産地消の推進

新鮮・安全・安心な地域産品を地域で消費しましょう

地
産
地
消
と
は
、「
地
域
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
、
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
」
こ
と
を

意
味
し
、
消
費
者
や
生
産
者
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
「
農
林
水
産
業
の
果
た
し
て
い
る
多

面
的
な
役
割
や
健
康
と
生
命
を
支
え
る
食
の

大
切
さ
、
地
域
の
食
文
化
な
ど
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
同
時
に
、
消
費
者
と
生
産
者
の
交

流
を
通
じ
て
食
と
農
林
水
産
業
を
つ
な
げ
て

い
く
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
取
り
組
み
で

す
。市

の
農
林
水
産
業
は
、
農
林
漁
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
の
不
足
、
産
品
価
格
の

低
迷
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
農
林
水
産
業
に
携
わ
る
人
は
、

専
門
的
な
知
識
や
経
験
、
技
術
を
も
っ
て
心

を
込
め
て
生
産
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、

年
々
、
農
業
産
出
額
、
漁
獲
金
額
は
減
少
し

て
い
ま
す
。

市
の
基
幹
的
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の

課
題
を
解
決
し
な
く
て
は
、
地
域
全
体
の
生

活
や
経
済
、
景
観
な
ど
の
財
産
の
低
下
に
つ

な
が
り
ま
す
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
は
？

市
の
農
林
水
産
業
の
現
状
は
？



市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産

し
、
地
域
内
で
流
通
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
行
う
と
と
も
に
、
新
鮮
で
栄
養
価
の
高
い

旬
の
地
域
食
材
を
多
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
食
生
活
の
改
善
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
学
校
給
食
を
始
め
と

す
る
地
域
内
消
費
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
業
が
営
ま
れ
る
こ
と

で
保
全
さ
れ
て
き
た
景
観
や
伝
統
的
な
食
文

化
な
ど
の
地
域
の
財
産
を
再
認
識
す
る
こ
と

で
、「
身
土
し
ん
ど

不
二
ふ

じ

」
や
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
」

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
連
携
し
、
消
費

者
と
生
産
者
の
相
互
理
解
を
深
め
て
よ
り
良

い
食
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、「
南
房
総
市
地
産
地
消
運
動

２
０
０
９
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

①

市
場
や
農
協
の
出
荷
規
格
に
合
わ
な
い

規
格
外
農
産
物
な
ど
の
流
通
体
系
を
構
築

す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

②

地
産
地
消
の
意
識
向
上
の
た
め
、
市
内

の
青
少
年
を
対
象
と
し
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。

③

市
内
の
商
工
業
者
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
産
業
レ
ベ
ル
で
の
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
、
地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
産
品
の
素
晴
ら
し

さ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
と
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
広
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
地
産
地
消
運
動
を
始
め
ま

す
。地

産
地
消
運
動
は
、「
〜
フ
ー
ド
・
リ
ゾ

ー
ト
南
房
総
〜
　
南
房
総
は
豊
か
な
食
財
、

そ
し
て
温
か
な
ふ
れ
あ
い
の
宝
庫
で
す
！
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
（
基
本
的
な
理
念
）
と
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
①
新

鮮
・
安
全
・
安
心
・
高
品
質
な
農
林
水
産
物

の
提
供
や
消
費
、
②
地
域
産
品
の
消
費
拡
大

に
よ
る
第
一
次
産
業
従
事
者
の
所
得
の
向

上
、
③
第
一
次
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
遊
休

農
地
の
解
消
な
ど
里
山
・
里
海
風
景
の
保

全
、
観
光
の
振
興
、
④
「
食
」
へ
の
理
解
促

進
に
よ
る
健
康
の
確
保
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
、
地
産
地
消
の
仕
組
み
は
、
地

域
内
の
流
通
か
ら
地
域
外
へ
の
積
極
的
な
販

売
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

④

市
民
の
皆
さ
ん
に
地
産
地
消
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
産
地
消
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
特
産
品
展
示
即
売
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑤

地
域
内
外
の
企
業
な
ど
と
持
続
的
な
連

携
を
す
る
仕
組
み
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

毎
日
の
食
卓
に
一
品
で
も
地
域
産
品
を
使

っ
た
料
理
を
並
べ
る
こ
と
も
地
産
地
消
で

す
。
地
域
の
食
材
に
つ
い
て
感
心
を
持
ち
、

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
地
域
再
生
室

TEL

33
―
１
１
４
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://civil.m
boso-etoko.jp/chisan-

chisho/
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地
産
地
消
運
動
の
内
容
は
？

地
産
地
消
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

〜
フ
ー
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
南
房
総
〜

※

コ
ン
セ
プ
ト
の
食
材
は
、「
財
」
の
文

字
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
食
財
と
宝
庫
で

「
財
宝
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

※
　
「
身
土
不
二
」

人
の
身
体
は
住
ん
で
い
る
土
地
の
風
土
や
環

境
と
深
く
関
係
し
て
い
て
、
そ
の
土
地
の
環
境

の
中
で
育
つ
旬
の
作
物
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康

に
生
き
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

※
　
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
」

多
様
な
地
域
の
食
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら

こ
れ
を
楽
し
み
、
人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
食
の
喜
び
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
運
動

で
す
。

地
産
地
消
は
身
近
な
こ
と
か
ら
！

みんなで食料自給率アップ！

南房総市は
FOOD ACTION NIPPONを

応援しています。

南房総食材を使った料理コンテスト
応募期限　12月22日（火）
テーマは「みんなで食べたい家族ごはん」

応募資格は市内在住・在勤・在学の18歳以下の個人グループ
ふるってご参加ください！

南房総市 地産地消キャンペーン 南房総市 地産地消キックオフイベント
期　間　平成22年1月4日（月）～

平成22年2月28日（日）

市内の飲食店をスタンプラリーで回っ

て、南房総の食材をゲット！

日　時　平成22年2月28日（日）10:00～16:00
場　所　白浜フローラルホール
南房総の食材を知り、食べ、地産地消をみんなで考えましょう。地元の食材

や料理、地産地消クイズのほか、地産地消を考えるフォーラムも開催します。

フォーラムには、テレビでお馴染みの料理愛好家、平野レミさんが出演します。

主催 ● 南房総市　南房総市地産地消推進協議会
共催●南房総市教育委員会　南房総市内房商工会　南房総市朝夷商工会　南房総市観光協会
後援● FOOD ACTION NIPPON  推進本部　千葉県

最優秀賞

3万円分

商品券
南房総市プレミアム付
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
？

「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
納

税
者
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
20
年

度
の
税
制
改
正
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
納
税
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
自
治
体
へ
の
寄
付
金
で
、
個

人
が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
住
民
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
法
人
の
場
合
は
、

当
該
事
業
年
度
の
損
金
に
全
額
算
入
で
き
ま

す
。寄

付
先
は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道
府

県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
面
と
、

「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」
と
い
う
側
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
寄
付
の
状
況

市
で
は
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
開
始
し
、
多
く
の
人
た
ち
か

ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
、
平
成
20
年
度
の
寄
付
の
状
況
を

報
告
し
ま
す
。

全
体
状
況

件
数

12
件
　
金
額

１
８
３
万
６
千
円

事
業
別
申
し
込
み
状
況

本
市
で
は
、
寄
付
の
際
、
次
の
３
つ
の
事

業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
寄
付
金
の
活
用
先
を
お
選

び
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

☆
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
、「
子
ど
も
自
然
体
験
・
交
流
」、「
ぜ
ん

そ
く
等
小
児
指
定
疾
患
医
療
費
助
成
」、「
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」、「
学
校
司
書
サ
ポ
ー
ト
」

な
ど
の
各
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

件
数

８
件
　
金
額

１
２
９
万
６
千
円

☆
自
然
環
境
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

豊
か
で
穏
や
か
な
海
、
四
季
折
々
に
咲
き

誇
る
花
々
な
ど
、
本
市
に
は
、
黒
潮
の
影
響

か
ら
多
く
の
自
然
の
恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
快
適
・
田
舎
空
間
を
育
み
、
守
る
こ

と
を
目
的
に
「『
ふ
る
さ
と
の
海
』
保
全
」、

「
公
園
・
遊
歩
道
整
備
」
な
ど
の
各
事
業
に

充
当
し
ま
す
。

件
数

２
件
　
　
金
額

31
万
円

☆
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

本
市
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
公
益
的
な
活
動
を
す
る
１
０
０
を
超

え
る
市
民
活
動
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
熱
い
思
い
と
信
念
を
も
っ
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
、
が
ん
ば
る
人
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
市
民
活
動
推
進
事
業
」
に
充
当

し
ま
す
。

件
数

２
件
　
　
金
額

23
万
円

寄
付
金
活
用
状
況

平
成
20
年
度
分
は
、
寄
付
の
多
か
っ
た

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業
」
の
う

ち
、
30
万
円
を
平
成
21
年
度
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
時
、

実
施
時
の
写
真
や
、
参
加
者
の
声
を
記
載
し

た
「
笑
顔
（
感
謝
）
の
手
紙
」
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
い
た
だ
い
た
人
お
よ
び
団
体

（
平
成
20
年
度
）

○
　
闍
下
　
祐
之
　
様
（
千
葉
県
）

○
（
有
）
堀
井
商
店
　
様
（
千
葉
県
）

※

寄
付
申
し
込
み
時
に
、
公
表
に
つ
い
て

同
意
い
た
だ
い
た
人
お
よ
び
団
体
の
み
公

表
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
つ
い
て
も
９
月
30
日
現

在
、
10
件
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
年
度
終
了
後
に
改
め

て
報
告
し
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
応
援
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、「
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
TEL

33
―
１
０
０
１

平
成
20
年
度
　
ふ
る
さ
と
納
税
1
8
3
万
6
千
円

7
割
が
子
ど
も
た
ち
へ
の
事
業
に
寄
付

寄付金控除とは
地方公共団体への寄付のうち、5,000円を超える部分が「控除対象」となります。控除を受

けるには、確定申告が必要です。
【算出例】

20,000円の寄付を行った場合

5,000円は寄付を行った人の負担となります

※ 所得税は寄付をいただいた年分、住民税は翌年分
の控除となります。

例）給与収入500万円で　夫婦＋子ども2人の家族の場合
給与収入：500万円　【所得税の税率5％　住民税（所得割額）135,500円】

寄付金額　20,000円 

寄付控除対象 15,000円 

住民税の税額控除14,250円 

控除対象外 
5,000円 

所得税からの税額控除750円　15,000円×5％ 
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11
月
５
日
（
木
）
時
点
の
内
容
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
接
種
対
象
者
（
優
先
順
位
）

①
　
医
療
従
事
者

②
　
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

③
　
１
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
者

④
　
１
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者

⑤

小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
、中
学
生
、

高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
。

⑥
　
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
者
）

10
月
19
日
（
月
）
の
週
か
ら
、
①
医
療
従

事
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
②
以
降
の
対
象
者
へ
の
接
種
は
準
備
中

で
す
。

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
は
、
接
種
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
は
現
在
、

公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
、
ま
ず
体
調
を
整
え
て
抵

抗
力
を
つ
け
、
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
室
内
を
加
湿
器
な

ど
を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
に
保
つ
こ
と
は
有

効
な
予
防
方
法
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

TEL

36
│
１
１
５
２

平
成
20
年
の
人
事
院
勧
告
な
ら
び
に
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
市
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
22
年
１
月
か
ら
市
役
所
・

支
所
の
開
庁
時
間
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

変
更
後

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

変
更
前

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で

な
お
、
保
育
所
、
公
民
館
な
ど
の
利
用
時

間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
税
務
課
、
収
納

課
の
窓
口
延
長
に
つ
い
て
も
変
更
な
く
、
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分
ま
で
市
役
所
本
庁

で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
平
日
に

来
庁
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
電
話
予
約

す
る
こ
と
で
、
土
日
祝
日
な
ど
の
閉
庁
日
に

本
庁
ま
た
は
支
所
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
１

電
話
予
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
窓
口
（
市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
税
務
課
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光
１
本
ト
リ
プ
ル
プ
レ
イ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

使
う
の
は
パ
ソ
コ
ン

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
す
る
と
き
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
電

話
や
テ
レ
ビ
を
使
っ

た
映
像
受
信
も
一
本

の
回
線
で
快
適
に
利
用
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
「
ト
リ
プ
ル
プ
レ
イ
」
と
い

い
ま
す
。

電
話
機
、
番
号
そ
の
ま
ま
、
料
金
お
得

一
般
加
入
電
話
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
利

用
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
替
え
る
と
、
月
額
費
用

や
通
話
料
が
お
得
に
な
り
ま
す
。
現
在
利
用

し
て
い
る
電
話
機
や
電
話
番
号
も
そ
の
ま
ま

使
え
、
１
１
０
番
や
１
１
９
番
な
ど
の
緊
急

電
話
や
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
へ
の
通
話
も

で
き
ま
す
（
停
電
時
の
利
用
や
一
部
の
番
号

に
制
約
が
あ
り
ま
す
）。

テ
レ
ビ
で
放
送
や
ビ
デ
オ
配
信
を
楽
し
む

家
庭
の
テ
レ
ビ
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
つ
な

い
で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
や
ビ
デ
オ
配
信
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
好
き
な
時
に
映

画
や
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
や
カ
ラ
オ
ケ
を
配
信
す
る
事
業
者
も

い
ま
す
。
見
逃
し
た
番
組
を
見
た
い
と
き
に

見
ら
れ
る
な
ど
テ
レ
ビ
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
も
い
ろ
い
ろ
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

離
れ
て
い
て
も
ネ
ッ
ト
で
身
近
に

仕
事
上
、
写
真
や
図
面
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
や
り
と
り
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
う
と
高
画
質
な
画

像
も
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
と
り
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
の
前
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
待
ち
時
間
か
ら
解

放
さ
れ
ま
す
。

動
画
共
有
や
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
回
線

速
度
が
原
因
で
止
ま
る
こ
と
が
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
再
生
で
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
同

窓
会
や
遠
く
に
住
む
孫
の
写
真
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
す
れ
ば
プ
リ
ン
ト

も
郵
送
も
せ
ず
み
ん
な
で
楽
し
め
ま
す
。

光
な
ら
動
画
や
写
真
が
速
く
送
れ
ま
す
。

便
利
は
分
か
っ
た
け
ど
費
用
は
？

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
に
よ
っ
て
費
用
や
条
件
が
変

わ
り
ま
す
。
次
回
か
ら
経
費
、
サ
ー
ビ

ス
、
条
件
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
TEL

33
―
１
０
０
３

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ

市
役
所
の
開
庁
時
間
が

変
わ
り
ま
す

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
？
パ
ソ
コ
ン
な
い
か
ら
そ
ん
な
の
関
係
ね
ー
」

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
テ
レ
ビ
も
電
話
も
つ
な
が
る
ん
で
す
。

光の国から 



■
４
つ
の
テ
ー
マ
を
定
め
、
実
際
の
行
動

へ
動
き
出
し
ま
す
！
（
白
浜
地
域
づ
く
り

を
考
え
る
会
第
３
回
会
議
　
10
月
３
日
）

白
浜
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
で
は
、

第
３
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、「
机
の
前
で

の
作
業
は
も
う
十
分
。
目
の
前
に
大
き

な
課
題
や
資
源
が
あ
る
の
だ
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
汗
を
流
し
て
行
動
し
よ
う
」
と
い

う
意
見
も
出
始
め
た
こ
と
か
ら
、
会
員

有
志
で
議
論
を
重
ね
、「
白
浜
ト
ン
ネ
ル

探
検
」「
城
山
の
活
動
と
併
せ
て
地
域
ガ

イ
ド
」「
幹
線
道
路
脇
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

き
れ
い
に
し
よ
う
！
」「
明
る
く
楽
し
い

農
業
体
験
」
と
い
う
成
果
の
見
え
や
す

い
４
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
り
、
活
動
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
有
志
が
作
成
し
た
４
つ

の
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
了
承
を
得
た
あ

と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

活
動
に
向
け
た
行
動
計
画
を
作
り
ま
し

た
。後

日
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
策
定
し
た

行
動
計
画
の
実
現
に
向
け
活
動
を
始
め

て
お
り
、
な
か
で
も
プ
ラ
ン
タ
ー
の
グ

ル
ー
プ
は
、
白
浜
に
い
く
つ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
が
あ
る
の
か
調
査
を
行
う
な
ど
、

活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
今
後
、
実
際
の
活
動
と
併

せ
て
、
協
議
会
設
立
に
向
け
た
作
業

（
準
備
会
発
足
）
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

９
月
28
日
（
月
）
房
総
歌
友
新
風
会
（
会

長
　
高
橋
弘
之
さ
ん
）
か
ら
市
の
福
祉
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
現
金
10
万
５
１
５
９
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
第
５
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
祭
で
集
ま
っ
た
募
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

10
月
17
日
（
土
）
千
倉
公
民
館
で
「
子
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
の
９
回
目
、
民
話
紙

芝
居
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
話
の
舞
台
と
な
っ
た
現
地
で
、
民
話
を

聞
き
、
子
ど
も
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
民
話

の
情
景
を
紙
芝
居
で
表
現
し
よ
う
と
い
う
教

室
で
す
。

千
倉
町
平
舘
地
区
に
あ
る
、
か
ぐ
ら
石
前

に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
郷
土
史
研
究

同
好
会
の
会
員
か
ら
か
ぐ
ら
石
に
ま
つ
わ
る

民
話
を
聞
き
、
公
民
館
に
戻
っ
て
か
ら
同
会

員
に
よ
る
手
本
の
紙
芝
居
を
鑑
賞
。
現
地
で

聞
い
た
民
話
や
資
料
を
も
と
に
紙
芝
居
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
し
た
同
好
会
の
会
員
や
お
は

な
し
会
の
会
員
か
ら
「
民
話
や
紙
芝
居
な
ど
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

善
意
の
寄
付

民
話
の
紙
芝
居
作
り
に
挑
戦

消
え
行
く
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
。
民
話
に
限
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
、

子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
紙
芝
居
を
作
る
人

の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
」「
絵
を
描
く
の
が

好
き
だ
か
ら
楽
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

紙
芝
居
は
「
か
ぐ
ら
石
と
が
ま
石
」
と
題

し
、
11
月
８
日
（
日
）
千
倉
公
民
館
で
行
わ

れ
た
文
化
祭
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

現地で民話を聞く子どもたち

※

会
議
の
内
容
は
、
市
民
活
動
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
」

http://civil.m
boso-etoko.jp/

で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

プランターグループ
出来上がった行動(案）

実際の行動に向けた
アイデアを出し合うメンバー

①
プ
ラ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
プ
づ
く
り

②
清
掃
（
草
取
り
）

③
土
づ
く
り
・
堆
肥
入
れ

④
花
選
び

⑤
苗
づ
く
り

⑥
植
栽

⑦
管
理
と
手
入
れ
を
行
っ
て
い
く



10
月
15
日
（
木
）
内
房
商
工
会
で
女
性
部

（
部
長
　
渡
邊
瑛
子
さ
ん
）
を
対
象
に
、
市

長
出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
市
の
商
工
業
振
興
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り

組
み
、
定
住
対
策
、
利
子
補
給
な
ど
市
の
商

工
業
振
興
に
関
す
る
施
策
を
説
明
し
ま
し

た
。
女
性
部
員
か
ら
は
、
女
性
の
目
か
ら
見

た
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
出
前
講
座
へ
の
申
し
込
み
は
、
10
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
、
説
明
し
て
欲

し
い
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

秘
書
課
　
TEL

33
│
１
０
０
２

10
月
16
日
（
金
）
第
22
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
出
場
す
る
丸
山
地

区
の
加
茂
Ａ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
７
人
が
石
井
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

選
手
か
ら
「
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
き
ま

す
」
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
石
井
市
長
か
ら

は
「
南
房
総
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
る

よ
う
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

大
会
は
宮
崎
県
清
武
町
で
行
わ
れ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
種
目
に
は
全
国
か
ら
86
チ
ー
ム
、

韓
国
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
決
勝
進
出
と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。

10
月
16
日
（
金
）
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同

庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
、
豊
か
な
む
ら
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
表
彰
式
の
席

上
、
千
倉
町
川
戸
地
区
の
た
の
く
ろ
里
山
保

存
会
（
渡
邊
俊
彦
会
長
、
会
員
33
人
）
が
関

東
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
保
存

会
が
行
っ
て
き
た
、「
里
山
」
と
い
う
地
域

資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
で
す
。

10
月
19
日
（
月
）
に
は
、
市
役
所
を
訪
れ
、

石
井
市
長
に
受
賞
を
報
告
。
渡
邊
会
長
は

「
受
賞
は
励
み
に
な
る
。
今
後
も
継
続
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

72009年11月号

加
茂
Ａ
チ
ー
ム
全
国
ス
ポ
レ

ク
大
会
出
場

た
の
く
ろ
里
山
保
存
会

関
東
農
政
局
長
賞
受
賞

内
房
商
工
会
で
市
長
出
前
講
座

潮
風
王
国
に

１
３
０
０
人
の
参
加
者

10
月
12
日
（
月
）「
ツ
ー
ル
・
ド
・
ち
ば

２
０
０
９
」
の
最
終
日
、
南
房
総
市
か
ら
山

武
市
ま
で
の
コ
ー
ス
に
出
発
す
る
参
加
者
１

３
０
０
人
が
、
道
の
駅
ち
く
ら
・
潮
風
王
国

に
集
合
し
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
、
石
井
市
長
が
激
励
の
あ
い

さ
つ
。
参
加
者
は
準
備
運
動
を
済
ま
せ
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
山
武
市
を
目
指
し
ま
し
た
。

前
日
、
長
生
郡
白
子
町
か
ら
潮
風
王
国
ま

で
の
コ
ー
ス
を
走
破
し
た
参
加
者
。
ゴ
ー
ル

の
潮
風
王
国
で
、
市
観
光
協
会
千
倉
支
部
が

用
意
し
た
、
つ
み
れ
汁
や
地
元
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん

だ
後
、
市
内
の
各
宿
泊
施
設
で
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。

石井市長を訪問した加茂Ａチーム

表彰された保存会と関係者の皆さん

石井市長の説明にメモをとる女性部員

潮風王国に集合した参加者
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し
ま
う
（
経
済
的
虐
待
）
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。

虐
待
し
て
い
る
人
が
虐
待
と
思
わ
ず
に

行
っ
て
い
る
こ
と
で
高
齢
者
が
危
険
な
状

態
に
陥
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

家
族
や
親
族
な
ど
が
さ
さ
い
な
こ
と
と

思
っ
て
い
て
も
、
積
み
重
な
る
こ
と
で
高

齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な

り
、
多
大
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

虐
待
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

虐
待
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
重
な
り
合

っ
て
発
生
し
ま
す
。
表
面
上
に
と
ら
わ
れ

ず
、
社
会
的
な
環
境
な
ど
そ
の
背
景
に
あ

る
原
因
を
探
り
あ
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。介

護
者
が
長
年
の
介
護
に
疲
れ
果
て
た

り
、
一
所
懸
命
に
介
護
す
る
あ
ま
り
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
虐
待
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

虐
待
を
し
て
い
る
人
も
被
害
者
で
あ

り
、
苦
し
い
し
助
け
を
求
め
て
い
る
は
ず

で
す
。

地
域
の
見
守
り
で
虐
待
を
防
ぐ

こ
の
よ
う
な
状
況
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
は
虐
待
の
引
き
金
と
な
る
「
孤
立
」
を

防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
者
と
そ
の

家
族
を
地
域
社
会
か
ら
孤
立
さ
せ
な
い
こ

と
が
悲
劇
を
防
ぐ
手
立
て
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
が
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
れ
ば
常
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
に

お
互
い
の
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
り
ま

す
。地

域
で
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
行
い
、

見
守
る
こ
と
で
介
護
者
が
一
人
で
問
題
を

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
効
果
が

あ
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
効
果
的

そ
の
他
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
介
護
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
お
困
り
の
こ
と
や
、
負
担

に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
率
直
な
意
見
を

話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
介
護
者
の
自

由
な
時
間
が
出
来
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
心
地
良
い
と
感
じ
る
距
離
感
作
り
や
、

話
題
・
興
味
関
心
を
増
や
す
こ
と
に
一
役

か
え
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
で
は
専
門
知
識

や
介
護
技
術
を
持
っ
た
良
き
相
談
相
手
を

得
ら
れ
、
精
神
的
な
ケ
ア
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
側
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
も
多

い
の
で
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
市
で
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
を
目
撃
し
た
り
、
虐
待
と

思
っ
た
と
き
は
市
に
通
報
す
る
義
務
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
通
報
者
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

本
人
や
近
隣
か
ら
の
通
報
に
よ
っ
て
、

市
役
所
な
ど
公
的
な
機
関
が
そ
の
家
族
に

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
な
援
助

に
結
び
つ
け
る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
で
の
見
守
り
が
、
高
齢
者
虐
待
を

防
ぐ
一
助
と
な
り
ま
す
。
お
互
い
の
声
か

け
を
含
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

リ
ブ
丸
山
　
　
　
TEL

40
│
１
２
７
７

ア
イ
リ
ス
の
里
　
TEL

20
│
４
０
６
０

高
齢
者
福
祉
課
　
TEL

36
│
１
１
５
４

人
は
誰
し
も
が
自
分
で
自
分
の
人
生
を

決
め
、
周
囲
の
人
々
か
ら
尊
重
さ
れ
る
こ

と
、
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
が
送
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
族
や
親
族
な
ど
の

身
近
な
人
が
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る

高
齢
者
虐
待
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律

（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）」
が
平
成
17
年
に

制
定
さ
れ
、
高
齢
者
虐
待
と
い
う
言
葉
が

世
の
中
に
知
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
際
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
虐
待
に
あ
た
る
の
か
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
形
の
虐
待

み
な
さ
ん
が
真
っ
先
に
想
像
さ
れ
る
、

殴
る
・
蹴
る
・
体
を
縛
り
付
け
る
暴
力
的

な
虐
待
（
身
体
的
虐
待
）
だ
け
が
虐
待
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
言
や
無
視
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
（
心
理

的
虐
待
）、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
せ
な
い
、
世
話
を
し
な
い
（
介
護
・

世
話
の
放
棄
・
放
任
）、
勝
手
に
高
齢
者

の
資
産
（
年
金
・
預
金
含
む
）
を
使
っ
て

高
齢
者
虐
待
の
予
防
は
地
域
の
見
守
り
か
ら

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
リ
ブ
丸
山

社
会
福
祉
士

宮
　
原
　
孝
　
行

市地域包括支援センター　　リブ丸山
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環境ポスター
◆最優秀賞　　　　　

◆特別賞　

市長賞　　　　　　　

教育長賞　　　　　

環境審議会長賞　　　

◆優秀賞

4年生の部　　　　

5年生の部　　　　

6年生の部　　　　　　

◆優良賞

井野
い の

里萌
り ほ

（岩井小4年）、白石
しらいし

浩平
こうへい

（平群小4年）

遠藤
えんどう

穂香
ほの か

（富浦小6年）、生稲
いくいな

有里
ゆ り

（八束小6年）

牧野
まき の

光佐子
み さ こ

（三芳小6年）、根本
ね もと

稀帆
き ほ

（長尾小4年）

小川
お がわ

純平
じゅんぺい

（白浜小6年）、宇山
う やま

夏希
なつ き

（七浦小4年）

村井
むら い

麻由
ま ゆ

（忽戸小5年）、佐々木
さ さ き

希
のぞみ

（朝夷小5年）

鈴木
すず き

啓仁
ひろ と

（健田小6年）、牧口
まきぐち

沙羅
さ ら

（南小5年）

早川
はやかわ

空良
たか ら

（丸小4年）、福原
ふくはら

あかり（南三原小6年）

薦岡
こもおか

楓果
ふう か

（和田小5年）

環境ポスター・環境標語
コンテストの
入賞者発表!!

環境標語
◆最優秀賞　　近藤

こんどう

有加
あすか

（三芳中2年）

「始めてみよう ECO活動 終わりにしよう 温暖化」

◆優秀賞　　　川田
かわ た

朝美
あさ み

（一般）

「人に優しく 地球に優しく 南房総エコタウン」

◆優良賞　　　　

安西
あんざい

優奈
ゆう な

（富浦中3年）

「受けとろう 地球からの 赤信号」

鈴木
すず き

唯
ゆい

（白浜中1年）

「始めよう 地球を救う エコライフ」

阪口
さかぐち

次男
つぎ お

（一般）

「ひとりひとりが エコ『贔屓（ひいき）』」

市では、市民の皆さんが環境問題に関心を深めていただけるよう環境ポス
ターと環境標語を募集したところ、たくさんの作品が寄せられました。（環境
ポスター692点、環境標語876点）
ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました。
入賞者は次のとおりです（敬称略）。

三
さん

幣
ぺい

晴仁
はるひと

鎌田
かま た

恵璃
え り

佐藤
さ とう

竜
りゅう

相良
さが ら

花
か

南
なみ

山口
やまぐち

泰
よし

輝
き

早戸
はや と

明花
めい か

三幣
さんぺい

裕也
ゆう や

環境ポスター・環境標語の巡回展示
環境ポスターと環境標語の入賞作品を各地区で展示します。入賞者の力作をご覧ください。
また、市では東京電力㈱と共同で環境情報や入賞作品を掲載した「エコライフカレンダー2010年版」を作

成し、市内小学生全員と市役所本庁および各支所窓口などで配布する予定です。

市長や環境審議会長と一緒に記念撮影した入賞者の皆さん

Ｎo.29
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33－1042

（南三原小6年）

（富浦小5年）

（朝夷小4年）

（白浜小4年）

（朝夷小4年）

（忽戸小5年）

（丸小6年）

地区 期 　間 場 　所 

富浦 

和田 

丸山 

千倉 

11月  5日（木）～11月17日（火） 

11月18日（水）～11月25日（水） 

11月26日（木）～12月  2日（水） 

12月  3日（木）～12月  9日（水） 

市役所本館 

和田支所 

丸山支所 

千倉支所 

地区 期 　間 場 　所 

白浜 

三芳 

富山 

富浦 

12月10日（木）～12月16日（水） 

12月17日（木）～12月25日（金） 

 

1月15日（金）～1月21日（木） 

白浜支所 

 

富山公民館 

とみうら元気倶楽部 

三芳農村環境 
改善センター 

平成22年 
1月  7日（木）～1月14日（木） 



申 請 窓 口 社会福祉課、市民課、各支所（三芳支所を除く）

申 請 方 法 申請窓口にある申請書に必要事項を記入し、窓口で免除理由の証明を受けNHKに郵送します

（郵送料は自己負担です）。 ※ 申請の際は、印鑑および障害者手帳が必要です。

問い合わせ 申請書に関する問い合わせ 社会福祉課　TEL 36－1151

NHKの放送受信契約や免除に関する問い合わせ

NHK視聴者コールセンター　TEL 0570－000588（利用できない場合　TEL 044－871－8441）

総務省では、NHK放送受信料全額免除世帯のうち

経済的な理由で地上デジタル放送がまだ見られない世帯に、簡易チューナーの無償給付などの支援を行います。

支 援 内 容 簡易チューナーの現物給付またはアンテナ工事の支援。

申 込 期 限 12月28日（月）（当日消印有効）

問い合わせ 総務省　地デジチューナー支援実施センター　TEL 0570－033840

（利用できない場合　TEL 044－969－5425）

【悪質商法にご注意ください】 この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナの工事などについて費用

を請求することはありません。サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。
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障害のある人のNHK放送受信料を減免
障害のある人が属する世帯が一定の条件を満たしている場合、申請によりＮＨＫ放送受信料の減

免が適用されます。

　身体障害者手帳をお持ちの人がいる世帯で、かつ、世帯構成員
全員が市町村民税非課税の場合 

　知的障害者と判定された人がいる世帯で、かつ、世帯構成員全
員が市町村民税非課税の場合 

　精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人がいる世帯で、かつ、世
帯構成員全員が市町村民税非課税の場合 

　視覚障害または聴覚障害により身体障害者手帳をお持ちの人が
世帯主である場合 

　身体障害者手帳をお持ちで障害等級が重度(1級または2級)の人
が世帯主である場合 

　知的障害者と判定された人で、障害の程度が重度（   からAの2）
の人が世帯主である場合 

　精神障害者保健福祉手帳をお持ちで障害等級が重度(1級)の人が
世帯主である場合 

　戦傷病者手帳をお持ちで障害程度が特別項症から第1款症の人
が世帯主である場合 

免　除　区　分 対　　象 適　　用　　条　　件 

全　額　免　除 

半　額　免　除 

身 体 障 害 者  

知 的 障 害 者  

精 神 障 害 者  

視覚・聴覚障害者 

重度の身体障害者 

重度の知的障害者 

重度の精神障害者 

重度の戦傷病者 

（右に該当する世
帯主が受信契約者
の場合に限る） 

A

生活保護・障害者のいる世帯のうち 
 

※　8月末時点で、NHKの放送受信料が全額免除の世帯には、 
　　　　　　　　　NHKから放送受信料全額免除証明書とと 
　　　　　　　　　もに支援の申込書などが送付されていま 
　　　　　　　　　す。 

地デジ地デジ 
チューナーチューナー 
地デジ 
チューナー 



講座・教室名 時　間 定　員 申込および 
問い合わせ 

歴史教室 
 

地名はふるさとの歴史を語るうえで大
切なものです。 
1月12日（火） 
「ふるさとの地名」丸山公民館 

14：00 
　 

16：00

9：00 
　 

16：30

なし 

各回35人 
 

丸山公民館 
TEL 46－4031

南房総低名山教室 
（2回） 

内容および開催日・場所 

〜 

〜 

房総の山々を巡ります。 
①1月16日（土）金比羅山（三芳地区） 
②2月13日（土）城山（白浜地区） 

テ　ー　マ 開催日および場所・参加費 時　間 定　員 申込および 
問い合わせ 

日蓮上人の史跡 
をたどる 

12月10日（木） 
JOSAI安房ラーニングセンター・ 
誕生寺・鯛の浦 

参加費　 
800円（拝観料・乗船料） 

9：30 
　 

16：00
25人 

丸山公民館 
TEL 46－4031

〜 

受付日時 11月30日（月）午前9時から12月4日（金）午後5時まで（先着順）

方　　法 電話で申し込んでください。定員になり次第、締め切ります。

※　申込者数が少ない場合は、教室を開催できない場合があります。

安房3市1町の公民館が連携し、ふるさと安房について学ぶ「見たり・聞いたり　安房の国」の第3回
講座の受講生を募集します。

受付日時 11月30日（月）午前9時から12月4日（金）午後5時まで（先着順）

方　　法 電話で申し込んでください。定員になり次第、締め切ります。

公民館からのお知らせ　講座・教室の受講生募集
市民の皆さんがどなたでも参加できる講座・教室の受講生を募集します。

安房地方公民館連携講座

「見たり・聞いたり　安房の国」講座受講生募集

112009年11月号

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
歓
待

10
月
13
日
（
火
）
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
レ
ー
ス
、「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ

レ
・
ミ
リ
ア
２
０
０
９
」
の
最
終
日
、

往
年
の
名
車
約
90
台
が
、
経
由
地
点

と
な
っ
た
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
を
訪

れ
ま
し
た
。

公
園
内
の
と
き
め
き
プ
ラ
ザ
前
で

は
、
ロ
ミ
オ
に
扮
装
し
た
石
井
市
長

が
通
過
記
念
の
ス
タ
ン
プ
を
押
す
と

と
も
に
、
市
観
光
協
会
、
和
田
浦
く

じ
ら
食
文
化
研
究
会
お
か
み
さ
ん
の

会
に
よ
り
、
く
じ
ら
カ
ツ
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

６
頁
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

地元産品をプレゼント



夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い

社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
市
民
協
働
推
進
室

TEL

33
│
１
０
０
５
　

よ
く
耳
に
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」。
で
も
、
身

近
に
ど
ん
な
団
体
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い

う
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
県
で
は
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
理
解
し
、

活
動
へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
ち

ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
月
間
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日
」
を
設

け
、
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
町
村
が
連
携
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
写
真
展
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
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女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動

（
11
月
12
日
〜
11
月
25
日
）

ち
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
月
間

（
11
月
23
日
〜
12
月
23
日
）

12
月
１
日
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
日
で
す
！

住基カードの申請方法
本庁舎の場合
○　免許証などの写真付の公的な身分証明があれば、その場で住基カードを発行します。
必要なもの 身分証明書（免許証、パスポートなど）、印鑑、写真（3.5㎝×4.5㎝）

○ 免許証などの写真付き身分証明がない場合、申請していただき、後日住基カードを取りに来てい
ただきます。
必要なもの 身分証明書（保険証、年金手帳など）、印鑑、写真（3.5㎝×4.5㎝）

各支所の場合
○　初めに申請のみをしていただきます。後日、申請した支所に住基カードを取りに来ていただきます。
必要なもの 身分証明書（免許証、保険証など）、印鑑、写真（3.5㎝×4.5㎝）

問い合わせ 市民課　TEL 33－1051

住基カードは、「写真付き住基カード」と「写真なし住基

カード」の2種類があります。「写真付き住基カード」なら、

銀行で10万円を超える現金振り込みをするときや、郵便局

で口座を開設するとき、携帯電話を新規で購入するときな

どに、運転免許証やパスポートと同じく、公的な身分証明

として利用できます。

平成23年3月31日まで住民基本台帳カード（住基カード）を
申請した場合、交付手数料は無料です！

①
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
写
真
展

期
　
間

11
月
１
日(

日)

か
ら

12
月
５
日
（
土
）
ま
で

場
　
所

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山

②
　
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ

日
　
時

12
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
　
所

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
館
山

内
　
容

和
太
鼓
の
上
演
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
、
模
擬
店
、
餅
つ
き
、
市

民
活
動
団
体
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど

③
　
蜜
ろ
う
で

お
も
し
ろ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

日
　
時

12
月
12
日(

土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
　
所

大
房
岬
少
年
自
然
の
家

定
　
員

50
人

参
加
費

７
５
０
円

申
し
込
み

大
房
岬
少
年
自
然
の
家

TEL

33
│
４
５
６
１

そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
し
く
は
、

http://w
w
w
.chiba-npo.jp/gekkann

で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

TEL

０
４
３
│
２
２
３
│
４
１
３
３

〈写真付き住基カード〉

住
基
カ
ー
ド
サ
ン
プ
ル

～公的な身分証明書として使える、便利な「写真付き住基カード」～



人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な
生
活
を
お

く
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
人

権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利

で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
こ
の
大
切
な
権
利
を
守
る
た
め
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
毎
年
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
、
特
設
人
権
相
談
な
ど
各
種
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設
（
市
内
）

月
日
お
よ
び
場
所

12
月
７
日
（
月
）
丸
山
公
民
館

12
月
10
日
（
木
）
白
浜
支
所

12
月
11
日
（
金
）

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

時
　
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

内
　
容

い
じ
め
、
親
子
・
夫
婦
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、

差
別
・
い
が
ら
せ
な
ど
の
問
題

や
悩
み
ご
と
な
ど
。

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

日
　
時

12
月
２
日
（
水
）・
９
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
　
所

法
務
局
館
山
支
局
　
人
権
相
談
所

相
談
員

人
権
擁
護
委
員

日
　
時

12
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分

場
　
所

お
ど
や
千
倉
店
・
お
ど
や
丸
山
店
・
お
ど

や
鋸
南
店

内
　
容

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
啓
発
物
品
の
配
布

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
TEL

33
―
１
０
５
１
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
・
市
民
税
の
申
告

の
際
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

社
会
保
険
庁
か
ら
被
保
険
者
本
人
あ
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
は
、
１
月
１
日

か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
11
月
上

旬
で
す
。
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
納
付
し
た
人
は
、
平
成
22
年
２

月
上
旬
で
す
。

も
し
、
控
除
証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
５
７
０
│
０
７
０
│
１
１
７

開
設
期
限
お
よ
び
時
間

平
成
22
年
３
月
13
日
ま
で
の
平
日
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

①

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
犬
を
運
動
さ
せ
る
時
は
、
犬
を
抑
制

で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱
で
行
い
ま
し
ょ

う
。

②

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
に
よ

る
他
人
へ
の
迷
惑
を
防
止
で
き
、
ま
た
、

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③

犬
に
は
、
首
輪
な
ど
に
登
録
鑑
札
と
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

④

動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
つ
け
る
な
ど
し
て
飼
い
主
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
犬
や
猫
に
は
、

む
や
み
に
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑥

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面
倒

を
み
ま
し
ょ
う
。
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

見
つ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
動
物
を
絶
対

捨
て
ず
に
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

安
房
保
健
所
　
TEL

22
―
４
５
１
１

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
　

TEL

０
４
７
６
―
93
―
５
７
１
１

年
末
調
整
・
確
定
申
告

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
を
忘
れ
ず
に

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
!!

第
61
回
人
権
週
間

（
12
月
4
日
〜
12
月
10
日
）

常
設
人
権
相
談
所
開
設

街
頭
啓
発
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10月26日（月）実施
● 第１回市産業まつり

10月定例記者会見 暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
安房郡市広域市町村圏事務組合の所有物件を最低

売却価格（540万4千円）設定による一般競争入札
で売却します。購入希望者、または、興味のある人
は問い合わせください。
申 込 期 限 11月25日（水）
申 込 場 所 安房郡市広域市町村圏事務組合事務局

（館山市役所2号館3階）
入 札 日 時 11月30日（月）午前11時
入 札 場 所 館山市役所2号館2階会議室
問い合わせ 安房郡市広域市町村圏事務組合事務局　

TEL 22－5633
売却する物件

樋口茂明さん（白浜地区）
多くの人がゴミ問題に取り組む一方で、平気でゴミを捨てる心

ない人が後を絶ちません。そうした人たちに少しでも環境を考え
るきっかけになればと長年、ゴミアートでアプローチしてきまし
た。皆さんもぜひアートを楽しんでください
家にあるゴミでも視点を変えるとゴミでなくなり、ちょっとし

た工夫でアートになります。子どもたちもアートを通して物を大
切にする心や工夫する能力が培われ、環境にも目を向けるように
なるでしょう。

今月の表紙

お知らせ版の広報みなみぼうそう10月号（9月
24日発行）で紹介した子育て応援特別手当は、国
の平成21年度補正予算見直しのため、中止となり
ました。
支給対象家庭には、大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。
問い合わせ 子育て支援課　TEL 36－1153

市では、水道業務の効率化とサービス向上を図る
ため、水道メーター検針業務と収納業務の一部を
10月15日から民間委託しました。
今後、検針や収納業務について、委託先の従業員

が水道加入者宅を訪問することがあります。ご理解
とご協力をお願いします。
なお、委託先の従業員は、市が交付した身分証明

書を携帯して業務を行います。
委　託　先 ㈱ジェネッツ
問い合わせ 業務課　TEL 46－2953

10月1日から、富山地区と富浦地区間が市営の
富山線バスの延伸により、移動可能になりました。
「便利になった」、「病院へ行くのに楽になった」と
いう声が聞かれます。ぜひ一度ご乗車ください。
問い合わせ
市地域公共交通活性化協議会事務局　企画政策課
TEL 33－1001

子育て応援特別手当（平成21年度版）
の中止

組合所有地を売却

水道メーター検針業務などを
民間委託しました

富山線（トミー）の延伸で、便利に!!

おしらせ おしらせ 

館
山
バ
イ
パ
ス
国
道
１
２
７
号 

カ
イ
ン
ズ 

ホ
ー
ム
館
山
店 

至　那古 

至　北条 

対象物件 

子
安
神
社 

ユニクロ 
館山店 

パチンコ 
スキップ 

所在地 地目 用途地域 実測面積 

360.27裃 無指定 雑種地 館山市湊字川原253番地2
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市民と来訪客の交流を促進するとともに、産業の
活性化を目的とした「第1回南房総市産業まつり」
を開催します。
特産品の販売のほか、友好都市からの出店、踊りや

太鼓、地元青年会による神輿や山車の披露もあります。
また、ジャンボところてんギネスに挑戦や高家庖丁会
による庖丁式などイベントも盛りだくさんです。
日　　　時 11月29日（日）

午前9時から午後3時まで（雨天決行）
場　　　所 千倉漁港周辺広場（千倉町平舘地区）
問い合わせ 朝夷商工会　TEL 44－1331

教育委員会では、児童生徒の情操教育の向上を目的
とした音楽鑑賞会を開催し、併せて市民の皆さんにも
本物の歌声を聞いていただく機会を計画しました。
世界最高峰の合唱団と評判の「ロシア国立モスク

ワ・アカデミー合唱団」が来日します。
美しいハーモニーと重厚な響きで聴衆を魅了する

歌声をぜひ、お聞きください。
日　　　時 12月4日（金）午後2時開演
場　　　所 丸山中学校
参　加　費 無料
問い合わせ 学校教育課　TEL 46－2962

日　　　時 12月5日（土）
午前の部　午前10時から正午まで
午後の部　午後2時から午後4時まで
※ 午前または午後の都合のよい方で受
講してください。

場　　　所 千倉保健センター（千倉町瀬戸地区）
定　　　員 先着順50人
参　加　費 無料
申 込 方 法 住所、氏名、電話番号、受講場所、希望時間

を書いて、ファックスで申し込んでください。
申 込 期 限 11月25日（水）
申込および問い合わせ
NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会
FAX 043－276－7300
TEL 090－1706－1578（古畑）
または、TEL 090－6028－7615（上口）

次の事業の開設希望がある事業者は、12月1日

（火）から12月25日（金）までに、高齢者福祉課

へ申し込みください。なお、公募要領などについて

は、市のホームページをご覧ください。

問い合わせ 高齢者福祉課　TEL 36－1154

住宅火災による死者の低減を図るため、県から委

託を受けた業者が採用した普及員4人が市内各地区

を2人1組で戸別に訪問する、「住宅用火災警報器普

及啓発業務」を行います。

期　　　間 11月から12月まで

内　　　容 住宅用火災警報器の設置調査やアドバ

イス

そ　の　他 「住宅用火災警報器普及員」の名前入

りの帽子・腕章・身分証（写真入り）を

つけ訪問します。

普及員による住居への立入り、住宅用

火災警報器の販売や斡旋は行いません。

問い合わせ

普及員に関すること

サンエス警備保障㈱

TEL 043－273－3074

住宅用火災警報器の設置に関すること

安房郡市消防本部予防課

TEL 22－2235

平成22年度地域密着型サービス事業者 産業まつり

市音楽鑑賞会

浄化槽講習会

住宅用火災警報器普及員による
戸別訪問にご協力ください

●内房商工会女性部で開発したびわ葉茶ゼリー。素材として、上部にびわ
の果肉、真ん中に種、下部に葉を使用。11月15日（日）開催の内房商
工祭で初めて販売されます。女性部ではほかに、好評のびわコロッケが
あります。

地域密着型サービス 
事業名 

日常生活圏域 
（整備地区） 

（介護予防）小規模多機能 
型居宅介護 

（介護予防）認知症対応型 
共同生活介護 

事業所数 

白浜圏域 

千倉圏域 

1事業所 

1事業所 
（1ユニット） 

おしらせ おしらせ もよおし もよおし 



日　　時 11月29日（日）
午前9時30分から午後3時30分まで
公開講座は、午後1時から午後3時まで

場　　所 県水産総合研究センターおよび千倉漁港
内　　容 ・　公開講座「栽培漁業について」

・　サンマの干物作り体験
・　千倉漁港内で漁業調査船ふさみ丸の公開

参 加 費 無料
事前受付 公開講座は会場の都合により、事前申し

込みされた先着30人が優先で参加できま
す。サンマの干物作り体験を同時に申し込
むと優先で、午前11時から正午までの間
に干物作りができます。

申込方法 往復はがきに参加者の住所、氏名（保護者
が必要な場合は保護者名も）、年齢、電話番
号を記入し、郵送してください。参加の可否
は後日、返信はがきで連絡します。

申込および問い合わせ
県水産総合研究センター企画調整室
〒295－0024 南房総市千倉町平磯2492
TEL 43－1132

日　　時 11月25日（水）・26日（木）・12月4日（金）
小中学部　午前9時40分から午前11時まで
幼 稚 部　午前10時から午前11時まで

対 象 者 ・ 聴覚や言語、発達などが気になる3歳
児から5歳児およびその保護者、関係者
・ 聴覚や聞こえが気になる小中学生お
よびその保護者、関係者

問い合わせ 県立館山聾学校　館山市那古1672－7
TEL 27－2490 FAX 27－4956

日　　時 12月1日（火）正午から
場　　所 県南総文化ホール
内　　容 NHK科学・環境番組部専任ディレクタ

ー北折一さんによる講演会「ガッテン流で
健康づくり！食と健康の常識ウソ・ホン
ト！？」や、食と健康づくりをテーマにし
た事例発表など。
また、女性起業家グループの展示即売会、

お米・鉢花の当たる抽選会や牛乳の無料配
布（先着500人）もあります。

問い合わせ 安房農林振興センター企画振興課
TEL 22－7131

日　　時 12月6日（日）午後1時から
場　　所 県南総文化ホール
内　　容　午後1時から午後1時50分まで

講演 「笑顔の種をまこう」
講師 ちば心理教育研究所所長 光元和憲さん
午後2時10分から午後3時30分まで
シンポジウム 「話す みつかる つながる」
シンポジスト ちば命の電話相談員 ほか
このほか、じゃんけん大会やスタンプ

ラリー、心の健康チェック、アルコール体
質チェック、展示販売コーナーがあります。

問い合わせ 安房健康福祉センター（安房保健所）
TEL 22－4511

県生涯大学校では、来年度の学生を募集していま
す。生涯大学校は県内に5学園6校舎があり、館山
市内に南房学園があります。
資　　格 県内に住む60歳以上の人（昭和25年4月1

日以前に生まれた人）で、学習の成果を地域
活動で役立てるなど社会参加の意欲がある人

定　　員 一般課程 福祉科70人、生活科30人、
園芸科70人、陶芸科25人

専攻課程 陶芸専攻科25人
入 学 金 無料
授 業 料 一般課程 年額18,000円　

専攻課程 年額 8,000円
※　実習の教材費などは別途自己負担

入学案内の配布
市高齢者福祉課、南房学園事務局、県

高齢者福祉課などで配布しています。
郵送希望者は、返信用封筒（宛名を記

入し140円切手を貼った角2封筒）を同
封して、申し込んでください。
県ホームページ（http//www.pref.chiba.
lg.jp /sc/sdg）からも入手できます。

願書受付期間 11月10日（火）から
12月28日（月）まで

願書提出および問い合わせ
〒260－0801  千葉市中央区仁戸名町662－2
千葉県生涯大学校事務局　
TEL 043－266－4705
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●31年ぶりに改修された170年の歴史がある、
大貫区「熱田神社」神輿（千倉地区）

県立館山聾学校見学・体験学習会

安房の食育フェア（健康づくりのつどい）

安房地域心の健康のつどい

県生涯大学校学生

県水産総合研究センター 一般公開

ぼしゅう ぼしゅう 

もよおし もよおし 
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総人口（－32） 
 43,754人 

男（－27） 
 20,957人 
女（－5） 
 22,797人 
世帯数（＋4） 
 17,124世帯 

出生 13人 

死亡 49人 

転入 79人 

転出 76人 

人口の動き （平成21年11月1日現在） 
（　）内は前月比 

昔
む
か
し
の
話
で
す
。
久
枝
く

し

村む
ら

（
岩
井
）
の
名な

主ぬ
し

・
仲な
か

右う

衛え

門も
ん

が
、
暴
風
雨
の
翌
朝
、
海
岸
を
見
回

り
ま
す
と
、
村
境
で
加
知

か

ち

山
村
や
ま
む
ら

の
漁
民
た
ち
が
、
流

れ
着
い
た
仏
像
の
首
を
囲
み
大
騒
ぎ
を
し
て
い
ま
し

た
。仲

右
衛
門
は
、
か
ね
て
か
ら
仏
道
に
帰
依

き

え

さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
一
目
で
そ
れ
は
閻
魔
大
王
の
首
で
、

し
か
も
素
晴
ら
し
い
傑
作
だ
と
判わ

か

り
ま
し
た
か
ら
、

何
と
か
久
枝
村
の
所
有
に
し
た
い
と
考
え
、
加
知
山

村
の
名
主
と
話
し
合
い
、
岩
井

い
わ
い

袋
ふ
く
ろ

の
沖
の
漁
業
権
と

引
き
換
え
に
、
そ
の
閻
魔
大
王
の
首
を
村
に
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
名
主
の
権
力
は
大
層

た
い
そ
う

な
も
の
で
し
た
が
、

そ
れ
に
し
て
も
一
部
の
海
域
と
は
言
え
漁
業
権
を
放

棄
し
た
の
で
す
か
ら
、
穏
や
か
な
話
で
は
な
い
の
で

す
が
、
と
こ
ろ
が
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
閻
魔
大

王
の
首
が
名
主
の
家
に
安
置
さ
れ
ま
す
と
、
久
枝
村

に
は
五
風
十
雨

ご
ふ
う
じ
ゅ
う
う

の
恵
み
が
あ
り
、
地
引
き
網
を
引
く

浜
は
毎
日
大
漁
と
な
り
、
村
人
た
ち
の
暮
ら
し
は
富

ん
で
豊
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
後
に
首
だ
け
の
閻
魔

大
王
に
は
、
江
戸
の
仏
師
に
よ
っ
て
胴
体
が
作
ら
れ
、

首
と
胴
は
見
事
に
一
つ
の
形
に
つ
な
が
れ
た
と
言
い

ま
す
が
、
今
そ
の

閻
魔
大
王
は
、
仲

右
衛
門
の
檀
那

だ
ん
な

寺で
ら

だ
っ
た
蓮
台
寺
に

あ
り
ま
す
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第43話 ～
生稲謹爾

閻魔
えんま

大王の首

内　　容 キャラバン・メイト（ボランティア講師）
が認知症についての正しい知識や具体的な接
し方について説明します。

時　　間 1時間から1時間30分程度
参 加 費 無料
申込方法 候補日時・会場・人数を決めたうえ、開催予

定日の40日前までにお申し込みください。
申込および問い合わせ
高齢者福祉課　TEL 36－1154

県弁護士会では、「障害の日」に伴う活動として、
「障害者・高齢者の人権・法律110番」を開催します。
日　　時 12月9日（水）午後1時から午後4時まで

（ファックス相談の受付は午後1時から午後2時まで）
方　　法 ①　電話相談（臨時電話）

TEL 043－227－9002
②　ファックス相談　
FAX 043－225－4860

③　面談による相談
12月8日（火）までに県弁護士会に電話申込み

内　　容 障害者・高齢者に関する人権・法律問題
（財産・金銭・家族問題など）全般について
弁護士が対応

費　　用 電話相談・ファックス相談・面談とも無料
面談申込および問い合わせ
県弁護士会　TEL 043－227－8431

県教育庁南房総教育事務所では、平成22年度に公
立小･中学校で講師を希望する人の登録会ならびに面
接会を開催します。平成20年度登録の人も再登録手
続きが必要となります。
日　　時 12月25日（金）

受付 午後1時から午後1時20分まで
場　　所 県教育庁南房総教育事務所安房分室

（館山市北条403）
募集職種 教員、養護教諭、学校栄養職員、学校事務

職員
持 ち 物 ①印鑑　②履歴書1通 ※再登録者は不要

③ 写真（新規の場合:4㎝×3㎝2枚、6㎝×
4.5㎝3枚。再登録の場合:4㎝×3㎝2枚）
④ 教員免許状の写し　※ 新卒者・再登録者
は不要

問い合わせ 南房総教育事務所管理課　
TEL 0438－25－1311

認知症を正しく理解し、地域で認知症の人やその家
族を温かく見守る「認知症サポーター」を養成してい
ます。
対 象 者 10人以上の参加が見込まれる職域や学校、

そのほか地域の集会など。（介護サービス事業
所が実施する職場研修は対象となりません）

平成22度公立小中学校の講師登
録会

障害者・高齢者の人権・法律110番

認知症サポーター養成講座

携　帯
サイト

ぼしゅう ぼしゅう 

そうだん そうだん 

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
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有
料
広
告

※

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告

主
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

館山市亀ヶ原６８２－３ ＴＥＬ 0470－27－2448 
ＦＡＸ 0470－27－2822ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｉｒａｈａｔａ．ｃｏ．ｊｐ 

ＴＥＬ 0470 0470－2727－2448 2448 
ＦＡＸ 0470 0470－2727－28222822
ＴＥＬ 0470－27－2448 
ＦＡＸ 0470－27－2822

館山市亀館山市亀ヶ原682682－3館山市亀ヶ原682－3

ｈｔｔｐ：////ｗｗｗ．ｓｉｒａｈａｔａ．ｃｏ．ｊｐ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｉｒａｈａｔａ．ｃｏ．ｊｐ 

すべてはお客様のために 

平成２１年竣工 

売　店：年中無休 

食事処：木曜定休 
8：45～17：30

11：00～18：00

南房総市和田町花園127－3　ＴＥＬ 0470－47－4780

医療法人 
渉 仁 会 佐々木歯科 

一般歯科・口腔外科 
小児歯科・矯正歯科 

口腔顎顔面ケアクリニック 

千葉県館山市下真倉６２６－１ 

http://www.sasaki-dentistry.com/

T E L
フリーダイヤル 

0470-24-8001
0800-400-8010

日本口腔外科学会専門医 

歯学博士 佐々木  研一 

診療時間 
   9：00～13：00 
14：00～18：00

休　　診 

日曜・祝祭日 

訪問診療訪問診療 
救急外来救急外来 
２４時間応需時間応需 

訪問診療 
救急外来 
２４時間応需 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
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「
南
三
原
お
も
ち
ゃ
と
絵
本
の
図
書
館
」
は
、

平
成
8
年
4
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
に
は
、
育
児
経
験
豊
富
な
主
婦
や
教

諭
、
保
育
士
、
学
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
お
り
、
代
表
の
福

原
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
く
と
、「
発
達
に
遅
れ
の
あ

る
子
ど
も
を
持
つ
親
御
さ
ん
も
、
子
ど
も
の
伸
び

る
力
を
信
じ
て
ほ
し
い
、
遊
び
が
子
ど
も
の
発
達

に
役
立
ち
ま
す
」「
長
く
続
け
て
い
る
の
で
、
遊
び

に
来
て
い
た
子
ど
も
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ

て
く
れ
た
り
、
保
育
士
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
く
と
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

活
動
は
、
毎
月
第
4
土
曜
日
の
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
、
和
田
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
を
会
場
に
、
子
ど
も
が
人
と

接
し
、
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
無
料
で
、
お
も
ち

ゃ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

12
月
26
日
（
土
）
に
は
お
楽
し
み
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

南
三
原
お
も
ち
ゃ
と
絵
本
の
図
書
館
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
和
田
支
所

（
和
田
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
内
」）

TEL

47
―
3
3
9
0

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
筮

取材日は雨の影響で2組でしたが、いつもは7組程度の親子が交流して
います。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
知
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 


